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徳島県出原鉱山のマンガン鉱床および三郎鉱山の銅鉱床

横　井 勉蔚’　脇田域次艮群

Report　on　tke　Manganεse　Deposits　of　the　Izukara　Mine，and　the
　　　　　　　　ドリ
　　　　CoPPer　Deposits　of．tke　Sab皿6Mine，Tokuskima

　　　　　　　　　　　　　　Prefecture

　　　　　　　めy　　　　　．

Tもutomu　Yokoi＆Kanjir6Wakita

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　1）The　Izuhara　manganese　ore　deposits　are　located　in　the　eastem・part　of　Mt．Omori

、（1・094血）・T・kushimapref今clurα

　　　　The　rocks　are　mainly　composed　of　the　Paleozoic　sandstone，shale　and　chert．

　　　　The　general　strike　of　strata　is　EW，dipping60～90Q　to　the　soufh・

　　　　The　deposits　occur　in　chert。

　　　　Ore　consists　of　manganese　dioxide　and　manganese　carbonate。

　　　　．2）　The＄abur6copper．mine　is　situated　at　about24km　south　of　Tokushima　city，and

istherightsid？・f漁kariverrunningthr・ughW＆jikit・wn，intheeastempart・fT・kushima

prefecture．

　　　　The　rocks　are　mainly　composed　ofミhale，sαndstone，quartzite　and　sch＆lstein，which　are

correlated　with　the　Akigawa　formation　of　Jurassic？age．

　　　　The　general　strike　of　strata　is　N60～70。E，　dipping70～80。to　the　south　and　strike　or

dip　faults　may　be　found．

　　　　The　deposits　occur　in　the　shale　and　schalstein，

　　　　Recently　three　ore　bodies，called“Hon‘pi，Shin－pi，Ura－hi”have　been　found．

　　　　These　ore　bodies　are　bedded　cupriferous　pyrite　deposits．

　　　　Ore　consists　of　chalcopyrite　and　pyrite．

　　　　　　　　　　要　，旨

　出原鉱山のマンガン鉱床は，古生層に属するチャート

中に胚胎しており，4ヵ所に露頭が認められる。鉱体は，

採掘跡，露頭の状況から推定すれば，いずれもO。3～1m

×10m×10m程度あ規模であるらしい。鉱石は，炭酸マ

ンガン鉱を主とし，露頭付近に少量の二酸化マンガン鉱，

がある。鉱石品位はMn＄0～40％程度である・開発に

当つては，2号坑～3号坑露頭間の鉱床の実態を把握し

．売後に採鉱計画を立てるべきであるが，残存鉱量は多く

を期待できない。

　三郎鉱山の層状含銅硫化鉄鉱床は，中世代安芸川層に．

属するシ、》一ルスタイン中に胚胎しており，新鍾，本鍾，

＊四国通商産業局

裏鍾の3鉱体からなる。各鉱体の規模および品位はそれ

ぞれ次のとおりである。

　走向延長

新鏑　15m

本鑓　15m

裏鑓　50m以上

　幅・　　　　Cu（％）

0．3m以上　　　3。7

3m以上　　　　1．ユ

0．7m（3m以上　1．0

の部分もある）

S（％）

25．4

15．7

20．9

　いずれの鉱体においても鉱石は，黄鉄鉱・黄銅鉱から

なり，少量の斑銅鉱を伴う。当鉱山は，鉱業用地，鉱石

運搬等の面で立地條件に恵まれており，、また，相当多量

の残存鉱量が見込まれるので，今後の開発が期待される．

1．　緒　　言・

昭和32年3月下旬，徳島県出原・三郎両鉱山の調査
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を実施したので，こ＼にその概要を報告する。

　両鉱山とも近く操業再開の予定であり，これに伴う開

発指導を目的として調査を実施した。

、，，☆☆☆黛

　　　　　第1図出原・三郎両鉱山位置図

　　　　　　　2・出原鉱山、

　2ユ沿革
　当鉱山発見の歴史は新し『く，昭和18年，北隣蝿谷鉱

山の鉱業代理人竹中一雄が鉱山調査の途次，風水害によ

る山崩れの箇所で露頭を発見したことによる。

　同19年5月，蝉谷鉱山の鉱業権者山本幸次郎が試掘

を出願し1同年10月，試掘権第2，347号を取得し11月

から山道および軽便索道を架設して，第二次大戦の終戦

時ま，でもつばら2号坑下60mの1．一a号坑を採掘レた

が，出荷するに至らず，同21年11月，初めて神戸製鋼

にこれを出荷した。

　この頃2号坑下10mの1－b号坑および3号坑（露

天掘）を開坑したが，3号坑は貧鉱であつたため，売鉱

できず休山のやむなきに至つた。’．

　同24年10月，事業を再開し鋭意探鉱を行なつた結果，

同26年に2号坑および4号坑露頭を発見して，本格的

に採掘を行なうと同時に，鉱区を採掘に転願し，・同27年

5月，採掘権第81号を取得した。

　その後5号坑・6号坑を開坑したが富鉱部に逢着せず，

、掘り下りとなつて採掘困難となり，出荷量は漸次減少し

　　　　　　　　　第　1　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　含有量　　　　　　鉱　　量　　品　　位　年　　別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t）　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　（t）

品位もまた低下したので，同29年10月，ついに事業を

中止してこんにち1と至つている．既往の生産実績は第1

表のとおりである。

・2．2鉱区
　鉱区所在地　　　徳島県那賀郡上木頭村および

　　　　　　　　　　　木頭村

鉱区番号

鉱種名
鉱区面積

鉱業権者

徳島県採登　81号

マンガン鉱

30，383アール

兵庫県芦屋市朝日ケ丘町280番地

山本幸次郎

　21．

22～24

　25

　26

　27、

　28

　29

30～

74

　0

220

95

85

76

　8

　0

47

40

43

40

38

’34

35

88

41

34

29

3

　2．3位置および交通

　当鉱山は徳島県那賀郡上木頭村字出原地内にあつて，

国鉄徳島駅前かち出原行バス（1目5往復）に乗車し，

桑野一鷲敷を経て那賀川を遡れば，約7時聞（距離約80

km）で出原に至る。

　また国鉄日和佐駅前から川口行バスに乗り，川目で出

原行バスに乗り替え那賀川を遡れば，約5時間で出原に

至る。

　鉱山事務所は出原停留所から県道を戻るごと，徒歩約

10分の地点にあり，鉱山へはこれより県道を徒歩約a5

分，山道を約45分を要する。

　鉱石の運搬径路は次のとおりである5

　　山元彗黙導県道貯鉱編蓋国鉄桑野駅

　2．4　地　形

　地形はきわめて急峻で・至るところ断崖をなし・鉢床

はこの断崖上に露頭を露わしている。

　当鉱山発見の動機が山崩れであつただけに露頭付近は

こんにちなお崩壊を続けている。

　2。5地質
　本地区の地質は鉱区の南端をほ穿東西に走る断層を境

として北は古生層，南は中生層により構成されている。

　古生層は砂岩・頁岩・チャートの累層からなり，所に．

よつて層厚2～15mの石灰岩，および層厚0。3～0．5mの

輝緑凝灰岩を挾んでいる。

　中生層は砂岩および頁岩の累層からなる。断層近くの

砂岩中には白色粘土の細脈が網目状に貫いている．

　地層の走向は古生層・中生層ともにほ聖東西で南へ60

～90。傾斜している。

　鉱床付近には摺曲および断層が発達しており，きわめ

て変化に富んだ複雑な様相を呈している。

　2．6鉱床
　鉱床は古生層のチャート中に胚胎するマンガン鉱床で，

鉱石は主として炭酸マンガン鉱からなり，露頭付近に二

酸化マンガン鉱がみられる。
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徳島県出原鉱山倣ンガン鉱床および三郎鉱山の銅鰍（横井勉・脇田徽郎）
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第2図　出原鉱山区域および地質図

　現在までの稼行跡や露頭では・鉱床の実態は明らかに

することはできないが，これらを大別すると1号露頭・

2号～3号露頭・4号露頭の3ブロックに区分できる。

　1号露頭
　当鉱山発見の端緒となづた箇所で，発見当時は鑓幅

0．3m，品位Mn　l36～40％あつたといわれるが，150t出

鉱して，現在はほとんど採掘済みである。

　・2号～3号露頭

　2号坑は当鉱床中最も優勢なもので，鉱床の走向はN

70。W，傾斜15。Nを示し，品位Mn40～50％，鍾幅

0、5～1．Omのものを露頭から7m×10mにわたつて稼行・

している。

　坑口から左側は走向N20。E，傾斜60。SEの断層で切断

されており，西方鑓先は0．1～0．2mに細くなつている。

　坑口の右側は傾斜に沿つて掘り下つており，採掘困難

となつたため中止しているが，この鑓先は3号露頭に続

くものと考えられる。

　3号露頭はかつて露天掘された箇所であるが，品位が

Mn30％以下となつて中止している。

　当露頭は厚さL5mのチ・ヤートを挾んで2枚となつて

おり，上盤位は錘幅0・3m，下盤位は0．5mである。

　鉱床の走向は、N80。Eを示し，傾斜は30～60。Sで2

号坑との間で向斜構造をなしていると思われる。

　4号露頭
　2号坑の延長線上にあつて露天掘きれた箇所である。

　鉱床の走向はほ宰東西，傾斜50～60。N，鍾幅1mに・

及んだところもあつたが，現在は0，1～0．2mに狭くな

つており・，品位はMn35～4＠％である・

　本露頭は3号露頭のはね上りとも考えられるが，ある

いは2号露頭の断層鑓先とも考えられる。本鉱山の鉱量
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について算定した結果は記載を省略するが多くは望めな

い。

　2．7結語
　本鉱山は古生層のチャート中に胚胎する炭酸マンガン

鉱床である。昭和18年の露頭発見以来採掘條件の良い

箇所のみ抜き掘りしており，探鉱はほとんど行なわれて

いない現状である。

　2号坑の引立は鑓幅が相当狭くなつているが，採掘跡

では1。O　m，品位．Mn50％に達する箇所もあつたので，

2号～3号坑露頭間の鉱床の実態を把握した後，採鉱計

画を立てるべきであると思考する。

3．三郎鉱山

　3。1沿革
　当鉱山は遠く徳川時代1に阿波藩主蜂須賀侯の開発にな

るものといわれる。明治20年頃まで，100名内外の労務

者を使用して盛んに採鉱し，かつ山元において真吹製錬

も行なつた模様である。

　なお当時は高品位部（Cu3％以上）を抜き掘りした

ようであり，相当量の残鉱がある。

　明治26年6月大阪の人，関口源太郎が始めて採掘権

を設定し，鷲敷鉱山と称して操業し，昭和2年12月，鉱

業権を放棄するまで何度か鉱業権者が変わり，昭和26年

8月石原産業（株）は事業を再開し，三郎鉱山と改称し

て，労務者約25名をもつて約1力年半探鉱し，この間

に約50t程度の出鉱をみたが昭和30年3月廃業した。
1
つ
い で昭和31年7月，徳島の人小田川三生外1名が

試掘権を設定し，同年10月，現鉱業権者長尾俊雪が買

山し，現在に至つている。

　同氏は当鉱山低品位鉱の処理をも考え，山元に浮選機

を設置し，積極的に開発すべく目下計画中であるる

　3．2鉱区
鉱区所在地

鉱区番号

鉱種名1
鉱区面積

鉱業権者

徳島県那賀郡鷲敷町

徳島県試登2，628号

銅・硫化鉄鉱

7，288　アー2レ

高松市新瓦町22番地、長尾俊雪

　3．3　位置および交通

　当鉱山は徳島県那賀郡鷲敷町地内字仁宇にあつて，前

記出原鉱山への途次である，

　すなわち国鉄徳島駅前からのバスによれば約3時聞，

国鉄桑野駅前からのバス匠よれば約1時間で鷲敷町仁宇

停留所に至る。

　鉱山現場は那賀川右岸にあり，仁宇停留所から那賀川

沿いに徒歩で約30分である。山元へ通ずる道路は仁宇

停留所北方約100mの鷲敷橋の訣より，昭和14年村営

でトラック道路を敷設したもので，鉱石搬出はきわめて

便利である。

　3．4地　形、

　鉱区は那賀川の景勝地鷲敷ラインに面し，N－E－Sの3

方を限られている。

　区域中央部にはほ窒東西に連なる山稜があり，区域東

端において標高300mを最高所とし次第に西に低く，「か

なり解析さ，れた低山地となり山腹は比較的緩傾斜を示す。

　出稜北部には1，2，3坑，南部には裏坑がある。

　3．5地質
　地質は中生代安芸川層に属する砂岩・頁岩の累層から

なり，諸所に珪岩免輝緑凝灰岩が挾まれている。

　区域内には多数の小走向断層があり，地層の走向傾斜

は部分的にはかなり変化しているが，一般的には西部で

は，N70～800E，70。s，東部ではN50～60。E，60～70。S

である。

　砂岩は．もつとも広く発達しており，細粒～中粒さ灰色

～灰緑色を呈し，緻密堅硬である。

　頁岩もまたかなり広範囲に分布しているが，通常黒色

を呈し，輝緑凝灰岩との境界部付近では緑色を呈する。

’また一部赤褐色を呈する頁岩もまれに見受けられ，介

殼状の剥離性1こ富んでいる．1

　頁岩の層厚は通常5m以下であるが，ときに30mに達

するものもある。

　珪岩は青色または赤褐色を呈するものが多く，通常層

厚2～3m以下であるがときに20mを示す部分もあり，

区域内においては数帯賦存し黄鉄鉱の散点する部分もあ

る。

　3．6鉱床
　鉱床は輝緑凝灰岩中に胚胎するレンズ状の含銅硫化鉄

鉱床で，主と．して黄鉄鉱・黄銅鉱からなり，・少量の斑銅

鉱を随伴している。

　現在までに判明している鉱体は，東部より新鑓・本鑛・

裏鑓の3鉱体である。

　母岩の両盤はいずれも頁岩であり鉱床周辺部は，方解

石および石英脈が網目状に貫入し鉱床生成と深い関連が

あるものと考え，られる。

　次に前記各鉱体の状況を述べる。

　3，6．1　本鑓　’

　本鑓の露頭は山稜北部に1ヵ所あり，鉱床の走向はN

70。E，傾斜は60。Sで走向延長15m・鑓幅3m以上とし♪

う相当大きなもので，当鉱山発見の端緒となつたもので

ある。
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徳島県出原鉱山のマンガン鉱床および主郎鉱山の銅鉱床（横井勉・脇田戚次郎）

　本露頭下部5m点より1坑を開きく，立入約25mで

着脈し，・東西に約80m鑓押しするとともに掘下り掘進

している。

　1坑においては着鑓点より東へ1qm，西へ25mの間

は平均鑓幅＋1』3m，品位Cu2。0％，S11．5％とかな

り優勢であるが，これよりきき，西向は品位，鑓幅とも

に劣化し着脈点より西向坑道5Qm点で尖滅している。

　1坑下部40m準より立入着脈している2坑において
”
は
，
鉱 床は最も優勢で鑓幅5m以上の部分も多＜，東向

約145m，西向約40m聞において確認されている。

　西向は走向N20。W，傾斜40。Wの小断層により北側

に転移しているが，断層先では劣化し鑓幅5cm以下で

尖滅している部分も多い。

東向では走向NS，傾斜82。Wの断層により転移して

おり，断層先について広範囲にわたり坑道探鉱している

が，鉱床は捕捉していない。

　きらに2坑下部40m準より3坑を開きくしている。

当坑では東向坑道で鑓幅1～2cmのものを鍾押探鉱し

ているが1坑・2坑のような直りは捕捉していない。

　なお3坑においては，この鑓を約2m切り上り走向延

長約15m，鑓幅平均0．7mの直りを捕えているが，連・

続性に乏しいようである。
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　1・2・・3坑における本鑓の状況は，上述のとおり2坑

においてもつとも優勢で，3坑においては尖滅状態に近

くレンズ状を呈するもので～大観して本鑓直りの方向

はN70。E，落しは60～80。Eと考えられる。，

　、また本鑓の噌般走向はN70。Eで，中央部でや＼南に，

湾曲しており，傾斜は上部では60。S，下部で80。S程度

で下部に移るに従い急傾斜し，ときに北傾斜を示す部分

もあるら

　3．6．2裏鑓

　裏鑓の露頭は山稜南部，本鑓露頭の西部約150・m点に

1ヵ所あり，走向N700E，傾斜80。Nで本鑓に較べ逆

傾斜を示している。

　裏坑は露頭直下3m準より立入開坑し10mで着脈，

東向に鑓押している。』

　着脈点より東向鑓押約50m点に現われる走向N200E，

傾斜65。Eの断層までの間は・鑓幅3m以上の部分もあ

るが，本鑓同様著しく膨縮しており，断層先の鉱床は捕

捉していない。

　裏鑓の下部は2坑西向坑道で捕捉しているが，こ＼で

に鑓幅1～3cm程度の鉱染状涜となり，ほとんど尖滅

している。

　鉱床の直りの方向はN80。E，落しは本鑓同様80。E

と推定きれ，鉱床の形は本鑓と全く同様である。

　裏坑での平均鑓幅は0・7mで，平均品位はCu1．0％，

S19．7％程度である。

　3．6．3新鍾

　2坑準における本鑓は，前述のとおり東向50m点で

走向NS，傾斜820Wの断層により転移し断層先は捕

捉していないが，この断層を左側壁とした北向探鉱坑道

約42m点で鑓幅O。3m以上の鉱床（新鑓と称する）を捉’

え，．東向に約15m鍾押し，引立では1cm程度に貧化

している。

　鉱床の状況は大略上述のとおりで，本鑓・裏鑓の傾斜

方向は互いに異なるが，落しの万向は大体一致』しており

新鑓についても同方向をとるものと類推きれる。坑内に

おける鉱石品位の分布は第3図註1）に示すとおりである。

　本鉱山の鉱量匠ついては記載を省略するが相、当量に達

する見込みである．

　3．7結語
　本調査結果に基づき，2，3私見を述べれば，

　1）　鉱業用地，鉱石運搬等の立地條件に恵まれている。

　2）1体止鉢山としては・相当多量の鉱量をもち・既採

掘跡にもかなりの残存鉱量が見込まれる。

　3）石原産業K．Kにおいて実施した電探の結果か

ら判断して，鉱床は東部へ拡がることが期待きれる。

　4）坑内状況から吟て鉱床の落しの方向は大略70～

80。Eと考えられるので・1坑～2坑聞における裏鍾東．

向下部延長および1坑～2坑間における新鑓上部および

東部への拡がりなどが期待できる。

　5），往時の無計画採鉱のため坑道の屈曲が著しく，，か

つ鉱床自体も波状変化しているので採掘坑道の策定・保

持・坑内の運搬等の点でや＼條件は不良である。

　6）鉱体の品位はお＼よそ本鑓Cu1。1％，S15』7％，

裏鑓Cu　L1箔，SP20．9％，新鑓Cu3，7％，1S25．4％

である。

　7）　断層が多く，かつ探鉱の指針となる岩層もないの

で探鉱1こは相当努力を要する。

　以上のとおり1）～4）の利点に対し5）～7）の不利な

要素ももつており，休山の理由はおそらく6）にあるか

と考えられる。

　しかし当面相当量の鉱量をもち，かつ東部への鉱床発

展も考えられるので，機械選鉱設備により低品位鉱の処

理を行なえば充分開発稼行が可能であり，将来が期待さ

れる。

　なお本鑓・裏鏑・新鑓の関係については，同一鉱体が

落差の小きい断層により比較的水平に近い転移をしたも

のと考えることも可能であるが，裏鑓・新鑓の状態が判．

然していない現状では推定の域を出ず』今後の調査に待

つほかない。

　　　　　　　　　　　　（昭和32年3月調査）

註1）　四国通産局鉱山部所蔵の資料による。
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